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抗菌物質の作用機作についての解説書一一一一
川喜田名誉教授の表現を借りれば，“マクロとミクロの生物の出会い"に始ま
る感染の問題は流行病の減少にもかかわらず医学の中心課題のひとつとして今も
重要性を失っていない。抗菌物質の使用とその作用機序の理解は感染の問題を側
面から解析する有力な手段といえよう。さらに， Actinomycin D. Puromycin 
そのほかいくつかの抗菌物質は， 微生物を素材とした生化学的プロセスの“in-
va1uab1e research too1s"でもある。合成抗菌物質，抗生物質についてのうず
高い情報の中にあって， それらの作用機作を簡潔に解説した本の必要性を感じ
るのはわたくしばかりではないであろう。イギリス ICIの製薬部門に属する 
Frank1inと Snowによる本書は，抗菌物質についての詳細なモノグラフではな
いが，この領域における最近の成果についての恰好の解説書である。本書は著書
らが Livevpoo1や Manchesterの大学で行なった講義にもとづいてまとめたも
のである。
全体は 7章から構成されている。第 l章“ TheDeve10pment of Antimicro-
bia1 Agents，Past，Present and Future"では抗菌物質の研究の歴史的展望が
なされている。特に“chemotherapy"という語を作!J，化学療法剤開発のパイ
オニアであった Pau1Ehrlichの思想と研究業績が比較的詳細に紹介されている。
第2章“Bacteria1Cell Wall"では細菌の細胞壁の構造を Gram陽性， 陰性
菌について比較し，その合成課程を阻害するペニシリンそのほかの薬剤の作用が
解説されている。第 3は“Antiseptics，Antibiotics and the Cell Membrane" 
の諸問題，第4章，第 5章は“Suppressionof Gene Function 1，2"と題さ
れ，第 4章において ActinomycinD，Mitomycin C，などの核酸合成阻害剤の作
用機作を述べ，第 5章においては蛋白合成の一般論にまずふれた後， Puromycin， 
Streptom ycin，Ch1orom ycetinなどの作用に言及している。第 6章は“Folic 
Acid and the Su1phonamide Story"，第 7章“TheProb1om of Resistance 
to Antimicrobia1 Drugs"ではかなり詳細に薬剤耐性の獲得の機作をめぐる諸
問題が論じられている。
文献は各章の終りに挙げられているが，総説などを主としているため，本書は 
reference bookとしては残念ながら役立たない。
わが国においては類書として東大応微研の田中信夫，中村昭四郎の両氏による
“抗生物質大要" (東大出版会， 1967年)がある。抗生物質の各論的記載， 引用
文献などはこの本の方が詳しいが，話題が抗生物質に限定されている点と，薬剤
耐性の問題などについて記載が簡単にすぎるので， Frank1in，Snowの著書の一
読がすすめられる。(桑田 次男)
〔千葉医会誌 48，200，1972) 
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